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都所司代添役的存在であった米津親勝が,一国を単位 とする ｢国奉行｣的位置へ と上昇して行






1) 高木昭作 ｢幕藩初期の国奉行制について｣ (『歴史学研究』431,1976年4月),｢幕藩初期の身分
と国役｣ (『歴史学研究』1976年大会報告別冊,1976年11月)｡後に 『近世国家史の研究』に所収,
1990年7月,岩波書店
2) 朝尾直弘 『近世封建社会の基礎構造』第5章,1967年3月,御茶の水書房,氏はまた ｢国奉行｣
を ｢国奉行制度｣として言及もしている (｢上方郡代と播磨の支配｣,『兵庫県の歴史』16,1979年
3月)｡
3) 鎌田道隆 季刊論叢日本文化4『近世都市 ･京都』1976年2月,角川書店




神戸市史』歴史編Ⅲ 近世 61頁 1991年)｡｢国奉行｣を中世の守護公権に由来するものとする超歴
史的且独断的理解が見られることに ｢国奉行｣議論の不十分性を慨嘆せざるを得ない (水戸政満 ｢山
城国における農村支配の成立について｣,『京都歴史資料館紀要』8,1991年3月)｡
近世前期の畿内周辺諸国の支配構造の分析を掲げながら,結局周辺の近江を事例とせざるを
えない事由について簡単に説明しておく｡ 慶長期に限定して言えば,摂津 ･河内 ･和泉は全域
的ではないにせよ豊臣領国であり,山城 ･大和は禁裏 ･堂上方,興福寺の存在などの前政権以









































人 文 学 報











6) 『京都の歴史』4,第5章第2節,528頁 また, ｢天下御統一の ､ち,板倉伊賀守勝重 ･日下部




9) 曾根勇二 ｢片桐且元と大久保長安系の代官について｣,『日本歴史』507,1990年8月,拙稿 ｢慶
長七年近江国検地を廻って｣,『ヒス トリア』129,1990年12月
10) ｢当代記｣,『史籍雑纂』第二,80頁
ll) 『安城市史』資料編113頁 山本英二 ｢幕藩初期三河国支配の地域的特質｣,『囲史学』138,1989
年5月 山本氏は米津を ｢幕府出頭人｣の一人として理解 しているが,根拠が示されていない｡
12) 内閣文庫所蔵 ｢古文書｣五
13) 同前
14) 近江国浅井郡五村の ｢御堂屋敷之儀｣につき百姓等が ｢伏見御奉行衆｣-願い出ており,幕領
村よりの訴訟等に関与 したことが窺われる (｢杉江文書｣慶長年間6月21日 日下部善介書状,
『東浅井郡志』巻四,87頁)｡
15) 近世法制史料叢書2『御当家令条』231頁
16) 元和9年3月6目 安威村井関二付太田村等連署言上状 ｢清水家文書｣,『高槻市史』第四巻(コ
497頁
17) 『近江長演町志』第一巻 本編上 237頁,なお,米津は慶長10年代三河国碧海郡安城村などの









































人 文 学 報
(を)
草をか りこ参候所を,下羽田二介 ･弥右衛門罷出, りふじんこ中羽田又右衛門尉 之 きり
ころし申,又一人ハむこと申者作を仕居申候-とも,場所-出相中候所こ,これこも手を
















































































慶長拾六裏年 米 活 右田
卯月廿六日 宴藤笥転守㊥
- 77-



























酉十月廿三日 大 石見守 (花押)











付,山門行者衆∂目安上 り,板倉伊賀守様 ･米津活右衛門様 ･大久保石見守様御三人之御前二
而対決仕候｣とある14)｡また,坂田郡梓河内村と長岡村との立合山争論についても ｢七十三年
いせんこ申ふん出来仕,板倉伊賀守様江罷出候所こ,田徳米ハとり申さす山-立入候様こと,
米津活右衛門様 ･安藤対馬守様 ･大久保石見守様 ･板倉伊賀守様御連判御折紙被下｣とあり15),




4) ｢堀井文書｣,『滋賀県八幡町史』下,128頁 なお,この日米津は大久保 ･片桐 ･板倉と連署で
｢山門領与西教寺領出入｣につき坂本西教寺へ申渡しをしている (東京大学史料編纂所架蔵写真帳
｢西教寺文書｣)0
5) ｢板谷宇一家文書｣,『八日市の近世史料』八日市市史 第六巻 補遺 81頁
6) 東京大学史料編纂所架蔵写真帳 ｢金勝寺文書｣





12) ｢石馬寺共有文書｣,『五個荘町史』第三巻 史料1 230頁
13) 同前
14) 延宝6年卯月 入会1｣争論二付江川志賀郡伊香立村惣百姓連署言上状案 (東京大学史料編纂所
架蔵写真帳 ｢八所神社文書｣)




































































史料12は,近江 ･大和 ･美濃等の諸給人及び寺社-対し慶長五年以来の ｢連判之書出｣を差




















5) 慶長17年2月13日,駿府滞在中の米津は,江戸年寄衆 (土井 ･青山)や大久保 ･板倉とともに
碁打衆-の扶持米支給を代官鈴木左馬之助と杉田九郎兵衛-命じている (｢碁所雑記｣,『大日本史
料』第12編1,233頁)｡また,3月23日駿府年寄衆 (本多 ･安藤 ･成瀬 ･大久保 ･村越 ･)や板
倉 ･彦坂 ･畔柳とともに三河国築山妙昌寺へ ｢山境出入｣について申渡しをしている｡このこと
は,初期奉行人等の発給文書は現任地主義ではなかったかを窺わしめる (｢妙昌寺文書｣, 『豊田市











駿府へ入り家康に会っている｡この時,本多正信 ･大久保忠隣 ･酒井忠世 ･土井利勝 ･青山成重








紛争を巡る訴訟文書に ｢御国奉行北見五郎左衛門様｣(｢蒲生町有文書｣) とか ｢江川御国奉行小堀
遠州様｣(『近江伊香郡志』上)は見えるが,慶長期には現われない｡慶長期の小堀政一について
も同様である｡この事実は,何を意味しているのであろうか｡























































































7) 慶長6年 1月,大久保長安は伊奈忠次 ･彦坂元正と共に水口･土山宿へ宛て ｢御伝馬之走｣を








































板倉 ･小堀 ･久貝 ･曽我 ･石河 ･五味等の
新たな奉行人-と分有されて行く｡ 前に見
た訴訟を扱える ｢国奉行｣の時代が到来し
たと言える｡ 併し,畿内周辺諸国での支配
の有 り様は,"人"を中心とするものに変
化はないものの所司代を中心とする形に編
成されて行く｡ 元和期以降については,吹
稿で展開する｡
1) ｢山論鉄
